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I．はじめに

　現代の社会的要請として，杜会科における「環境・資

源」教育の重要性が増々強くなってきている。

　すでに1976年12月，教育課程審議会は，学習指導要領

の改訂にあたって，杜会科の改訂の基本方針として「人

間尊重の立場を基本とし，環境や資源の重要性について

の正しい認識を育てること，国際理解を深めることなど

についても，小学校，中学校及び高等学校のそれぞれの

学校段階の特質に配慮して改善を行う。」ことを要請し

ている。これを受けて，新学習指導要領実施以降は，例

えば小学校第1学年から「水，電気，ガスなどの大切な

はたらきに気付かせる」学習が新たに導入されるなど，

各学校段階における環境や資源の学習は重視される方向

に向ってきた。

　しかしながら，環境や資源の問題は近年さらに逼迫の

度合いを増してきている。環境の悪化や資源の有限性の

認識が強まり，地球的・全人類的な課題として解決を急

ぐべき段階に至ったことから，杜会科における「環境・

資源」教育も再検討を迫られてきていると言える。すな

わち，小・中・高校の各学校段階で，どのような視点か

ら，何を，どこまで指導すればよいのか。小・中・高校

の一貫性の視点から，ねらいや内容編成の系統性をどう

発展的に設定していけばよいのか。これらが，理論と実

践の両面から検討されねばならない。

　我々は，この「環境・資源」教育を研究課題に取り上

げ，一咋年以来次のような作業を進めてきている。

　①r環境・資源」教育に関する国内外の先行研究の情

＊＊＊島根大学教育学部杜会科教育研究室

＊＊＊　島根県能義郡広瀬町立比田申学校

　　報を収集し，認識内容や指導のための仮説的な枠組

　　みの構築をはかる。

　②現行学習指導要領及び教科書の分析を行い間題点を

　　把握する。

　③各学校段階の児重・生徒の環境や資源に関する意識

　　調査を行い，実態把握をする。

　④各学校段階において，実験的・実証的な授業研究を

　　行う。

　本稿では，これらの研究をふまえて，咋年度行った中

学校公民的分野の単元「国民生活の向上と福祉」におけ

る「資源・エネルギーの開発と有効利用」の実験授業を

中心として，研究の一端を報告したい。この実験授業

は，次節で述べる研究課題によって仮説を設け，A案，

B案，C案の三つの授業計画（学習指導案）を立てて，

それぞれを別の学級で実施し，比較考察をしたものであ

る。

　実施した実験授業の概要は次の通りである。

・実施時期

・実施学校

。授業者

・授業内容

　（学級）

昭和59年2月9日（木）～10日（金）

島根大学教育学部附属申学校

間田浩彬

・A案一「資源・エネルギー問題とその

　対策」（高くなる石油と資源ナショナ

　リズム）一＜3年3組＞

・B案一「資源・エネルギー間題とその

　対策」（宇宙船地球号）一＜3年1組＞

・C案一「21世紀は警告する」一＜3年

　2組＞

　これらの授業を観察・記録するにあたっては，本稿執

筆者有馬，森本，間田のほか，附属中学校社会科担当畑

勉教諭，山埼裕二教諭，学生10名の協力を得た。また授
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業記録の採録のため使用した機器は，VTR3台，録音

機2台，カメラ1台などである。

　以下，実験授業の意図，実験授業の実際の概要を示

し，結果の考察を加えたい。

II．実験授業の意図

　1．本研究の課題

（1）小・中・高校の一貫性の視点から，学習内容を系統

　的，順次的に構成し，児重・生徒の資源エネルギーに

　関する認識を効果的に深化・発展させるようなカリキ

　ュラム試案の作成。

（2）単に加工貿易立国という我が国の特殊な立場のみを

　反映した視座からではなく，グローバルな視座から，

　全地球的・全人類的な課題としての資源，エネルギー

　認識を育成する教授方略の追究。

（3）資源・エネルギー間題を他の諸問題との断絶におい

　て一面的にとらえさせるのではなく，環境問題，人口

　問題，南北間題，南南間題などと関運させ，多面的・

　総合的に理解させる教授方略の追究。

（4）資源・エネルギー問題について，認知的領域のみの

　理解にとどまることなく，その解決に向けて情意的

　（価値）的な児童・生徒の見方・考え方を引き出し，

　熟慮を通して問題解決に取り組む資質を育成する教授

　方略の追究。

　2．実験授業のねらい

（1）A　案

　中学校公民的分野での「資源・工不ルキー」学習を，

学習指導要領に規定されているような経済的な視点から

の取り扱い（「資源の開発と有効利用」）のみでなく，「貿

易と国際協力」で扱うことになっている「南北問題」を

含めて構成している。これは，「我が国の経済の安定成

長と国民生活の向上や福祉の増大のために」という自国

中心の視座では資源ナショナリズムを正しく理解させる

ことができない。むしろ産油国への否定的態度を生み出

しやすいという仮説に基づいている。したがって，授業

では産油国が資源ナショナリズムを主張するようになっ

た歴史的背景や経済的背景を学習させ，産油国の立場を

理解する過程を通して，国際的な視座からの認識の育成

をめざしている。

（2）B　秦

　資源・エネルギー間題は単にそれ自体孤立した存在で

はなく，その解決（新しいエネルギー源の開発や有効利

用）においても，環境問題と大きくかかわっている。

1972年のストックホルム国運人間環境会議の宣言などか

らも明らかなように，地球的・全人類的な視座から，地

球における資源の有限性の認識，人間環境重視の資源利

用が要請されている。しがって，この授業では，『宇宙

船地球号J（地球は閉じられた有限のシステムであり，

我々人類はこのシステムの一部として環境からの恵みを

利用して生活している。いわばこのシステムは，我々の

生命維持装置である。ちょうど宇宙船の中で飛行士たち

が，有限な資源を消費しながら，生命維持装置によって

生きているのと同じである。我々45億人乗りの宇宙船と

しての地球は，このシステムの機能いかんにその運命が

かかっている。）の観念を導入することにより，地球的

・全人類的課題としての資源・工不ルギー問題へのアプ

ローチをめざしている。

（3）C　案

　環境や資源の間題は，その根底において，人口問題や

都市問題，ひいては20世紀に人類が生み出してきた「文

明」の副産物である諸々の問題と複雑にからみあい，21

世紀に向う人類の存在への警告の1つとも言えよう。こ

れらの間題は，確かに，もはや国家レベルを越えた全人

類共通の課題として取り組まねばならない性格のもので

あろう。しかし，いたずらに個の生活から遊離した抽象

的な内容として設定されればされる程，生徒たちの主体

的な関わりが失なわれるであろう。この授業は，環境，

人口，資源など20世紀が生み出した諸問題を総合的にと

らえて，21世紀の人類のあり方を模索するNHKテレビ

特集『21世紀は警告する一プロローグー』のVTRを用

い，現代杜会における生活や文明に対する生徒たちの見

方，考え方をゆさぶり，現代の浪費文明そのものの見直

しをはかり，個のレベルでの『生き方』を再考させるこ

とにより，生徒たちの自我関与を引き出すことをめざし

ている。

　以上のような研究課題や授業のねらいから，A・B・

Cの3つの授業について，仮説を設定し学習指導案を作

成して，実験授業を実施した。

III．実験授業の概要

　1．実験授業の仮説と学習指導秦

（1）A　案　小単元　資源・エネルギー問題とその対策（2時間配当，本時｝ち）「高くなる石油と資源ナショナリズム」



有馬毅一郎・森本 直人・間田　浩彬 15

i）仮説

　①我が国の国民生活の向上は，海外の安価な資源・エネルギーを大量に消費する高度経済成長によって支えられ

　　てきた。しかし，資源ナショナリズムの高まりによって，安く大量に安定的に資源を入手することが難しい時代

　　に入っている。単に「我が国の国民経済と福祉の向上」を目的とする狭い視座からのアプローヂは，産油国への

　　反感，否定的態度を育てるであろう。資源ナショナリズムの正しい認識を通して，産油国の立場を理解させ，国

　　際的視野に立った問題解決への関心を持たせることが可能となると想定される。

　②　rなぜ原油価格が急激に上昇したか」rなぜ産油国は原油価格の一方的値上げを行うか」の問いによる探究過

　　程を通すことにより，生徒たちは，自已の見方，考え方を生かしながら，産油国の立場を正しく認識することが

　　可能となる。

ii）本時の目標

　①現在の日常生活と石油とのかかわりをとらえ，石油価格の急激な上昇が私たちの生活を圧迫していることを理

　　解し，石油に代わる新しいエネルギー源の開発や有効利用が課題となっていることに気づく。

　②石油価格の急激な上昇の一因としての産油国の資源ナショナリズムについて考え，産油国の立場を理解し，国

　　際的視野に立った問題解決への関心を高める。

iii）本時の展開

問　　　　　　　　い

1．私たちの身のまわりで石油を使
　ってつくられるものにどんなもの
　があるか。

2．私たちの生活と石油とはどのよ
　うな関わりがあるか。

3．石油の価格はどのように変化し
　てきたか。

4．石油価格の急激な上昇は私たち
　のくらしにどのような影響を与え
　ているか。

5．なぜ石油価格は急激に上昇した
　のか。

6．なぜ産油国が一方的にそのよう
　なことを行うのか，産油国の立場
　を考えてみよう。

・歴史的背景は
　　石油資源の民族化
　　（資源ナショナリズム）

・経済的背景は
　　石油に支えられた経済
　　石油の有限性の認識

・産油国の立場
一資源の保護・温存と経済的

　　白立化

7．　「石油に浮かぶ」現在の生活か
　ら石油にたよらない生活へ私たち
　にどんな生活が待っているだろう
　か。

8．本当に資料⑥のような生活にな
　ってしまうだろうか。

資　　　料

①「生活の中の工
　不ルギー」
　　（OHP）

②「原油価格の変
　化」

　　（OHP）

⑧「産油国の立場
　一資源ナショナ
　リズム」
　　（文章）

④「産油国の国民
　所得と石油依存
　の割合」

　　（OHP）

⑤rサウジアラビ
　アの石油の可採
　年数」

　　（OHP）

⑥「石油のなくな
　る日」
　　（文章）

教授学習活動

丁　発問する
P　自由に答える

丁　資料を提示する
P　資料を読みとり答
　える

丁　発間する
P　問1からわかった
　ことをまとめる
丁補足説明する

T．発問する
P．資料をもとに答え

る

丁　発問する
P　問2との関連で考

え，答える

T
P
T

発問する
話し合う

説明する

丁　資料を提示する
P　資料をもとに話し
　入・
　口つ

丁　資料を提示する
P　資料をもとに話し
　入・
　口つ

丁　資料を提示する
P　資料をもとに産油
　国の進路を話し合う

丁　発間，資料提示
P　自己の描いた未来
　像と比較し考える

P．話し合う

習得させたい知識

。工業原料として，プラスチック製品，ナイ
ロンやテトロンなどの化学繊維製品，合成
ゴム，化学肥料etC

。エネルギー源として，私たちの生活に関わ
るあらゆるものは石油を便って生産されて
いる。

。現在の私たちの生活は衣食住全てにわたっ
て石油に支えられている。石油は重要な資
源である。

・現在の生活は「石油の申に浮んでいる」。

・1973年以降急激に価格が上昇している。
　（1970年に比べ，1981隼で18．8倍である）

。生活物資，光熱費などの値上がりで，生活
が圧迫される⑪

。産油国は協定して一方的に原油価格を上げ
たり，供給量を削滅したりしている。

。昔は先進国が一方的に価格を決め，石油
は，安く，大量に先進国に持ち出されてい
た。

。産油国は，石油の民族化をはかり，OPEC
を結成し，一方的に決めた（ツケをとりか
えす時代になった）。

。産油国のほとんどは他に主要な産業もな
　く，石油資源にたよって（原油を売って）
経済を支えている。

。石油資源は有限であり，サウジアラビアの
場合，あと40年ぐらいでなくなる。

。産油国は石油を保護，温存し，その間に産
業の近代化をはかって，経済的に自立しよ

　うと努めている。
。先進国が自分たちの都合だけで石油を安く
大量に手に入れる時代は終った。

。石油がなくなると，生活水準が低くなり，
昔のレベルに逆行すると予想する人もい

　る。

。人間は知恵を働かせ｛新しい技術を用い
て，石油に代わる工不ルギーや資源を開発
するだろう。

備　　　　　考

・工業原料としてのみならず，
エネルギー源としての石油に
目を向けさせる。

・石油が現在の国民生活に極め
て重要な資源であることを理
解させる。

・1970年，1バーレル（1594）
1．8ドル→1981年34ドル

・いろいろな原因が考えられる
　が，自由に意見を出させた
　い。
※原油価格は市場榛済の論理で
　はなく，産油国が協定して決
　めていることに目を向けさせ
　る。

　歴史的分野の「植民地と民族
　独立」を参考に考えさせた
　い。
　地理的分野の学習を参考に考
　えきせたい。

※石油の有限性に着目させる。

※産油国の立場を理解させるよ
　う努める。

予め書かせておいた未来像と
比べる。

次時への問題意識を発展させ
る。
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（2）B　秦

　i）仮説
　　①資源。エネルギー学習は，これまでそれが課題となっている背景として，資源・エネルギーを大量に消費する

　　先進工業国と，その資源を温存しこれを有効に活用して発展をはかろうとする資源産出国との対立という二極構

　　造としてとらえて展開することが多かった。このような視座からの資源問題へのアプローチは，資源を安く大量

　　に確保しようとする先進工業国と資源ナショナリズムという資源産出国の立場の理解にとどまり，広い視野から

　　問題を解決しようとする態度を育てることが困難となるセあろう。また，資源概念を単に地下資源と限定するこ

　　となく，環境資源を含めて資源の有限性に着目し，これを人類共有の財産としていかに開発・利用㌧保全をはか

　　っていくべきかという現点をとり入れることにより，多面的に資源間題を考察しようとする態度の育成が可能に

　　なると想定される。

　　②　「宇宙船地球号」という見方をとり入れることにより，資源の有限性の認識と，その上に立ってクローハルな

　　視点から資源問題を考えようとする態度の育成が可能と珪る。

　ii）本時の目標

　　①　r宇宙船地球号」の意味を考えることにより，資源は基本的には有限であることを理解し，資源間題は人類共

　　通の課題であることに気付く。

　　②資源の枯局が人々の生活に与える影響について，石油を例に具体的に理解する。特に，石油をもたない発展途

　　上国の立場の理解を通して，グローバルな視点の大切さに気づく。

　iii）本時の展開

問　　　　　　　　い

1．地球は宇甫船「地球号」と呼ぱ
　れているが，どういう意味だろう。
　。地球と宇宙船はどこが似ている

　か　・食料・水・垂気はどのように

　　手に入れ使っているか
　・エネルギー源はどうか

2．宇宵船「地球号」内の石油資源
　は私たちの生活とどのようにかか
　わっているのだろうか。

3．このように重要な石油資源は，
本当に有限だろうか・

　。石油は再生可能か
　・石油はあとどれくらいもてるか

4．石油が枯潟するならぱ産油国は
　どうするだろうか。
　。産油国の経済はどの程度石油に
　たよっているか
　。このような状況の産油国が石油
　が枯渇したらどうなるか。
　。これらのことから産油国はどの
　ようにするだろう。

5．産油国が石油の供給削滅，原油
　の値上げを行うと消費国はどうな
　るか。
　。先進工業国は
　。石油をもたない途上国は

6．地球の未来はどのようになる
　か。

　。そのような未来を避けるためど
　うしたらよいか。

資　　　料

①「宇帝船地球
号　（スライド

　説明用テー
　プ）

②「生活の申の工
　不ルギー」　（O
HP）

⑧「世界の石油の
可採年数」

　　（OHP）

④「産油国の経済
の石油依存度」

　　（OHP）

⑤「石油価格の変
化」

（OHP）

⑥「資源をもたな
い途上国」

　　（VTR）

⑦「石油のなくな
　る日」
　　（プリント）

教授・学習活動

丁　発問する

P　地球と宇甫船の類
似点を自由に考える

P　スライドとテープ
七確認する

丁　発間する
P　答える
丁　補足説明
丁　発問する

P．資料をもとに考え
る

丁　発問する

P　資料をもとに話し
　口つ

丁　資料提示

P　資料カ干ら予想を確
認する

T．発問する

P．予想する

T．ビデオで確認する

T．発問する

P．自由に話し合う

習得させたい知識

。宇宙船は閉じられた空間内で，人間の生活
と生命の維持を支える諸装置が完備してい
る。

。宇宙船の中では，．空気，食料，水，エネル
ギーなどが有隈であり，その合理的利用が
大切である。

。地球も，宇甫船と同じように閉じられたひ
とつのシステムであり，空気や食科を生態
学的環境にたよっているので環境が破壊さ
れると空気や食料が不足するようになる・

・石油などの資源も基本的には有限である。

。石油は，工業原料として，またエネルギー
源として，私たちの生活に大きく貞献して
いる。

。現在の私たちの生活は「石油の申に浮ぶ」
生活である。

・閉じられたシステムとしての地球では非再
生資源は本質的に有限であり，石油も非再
生資源だから有限である。

。世界的にみて，石油の可採年数はあと30年
ぐらい，つまり石油は近い将来枯渇する。

。産油国のほとんどは，他に主要な産業もな
く，石油輸出によって支えられている。

。産油国は石油が枯渇すると経済力が低下す
るので，石油資源の保護，温存をはかる。

　・石油の供給削滅
　・価格の上昇

。石油の供給削減，価格の上昇は，工業製品
の価格上昇，光熱費の値上りなど国民生活
を圧追し，産業も不況になる。

。とくに石油資源をもたない途上国は，エネ
ルギー源を「たき木」に求め，著しい環境
破壊が進行していく。

。石油がなくなると，生活水準が低下し昔の
レベルに逆行すると予想する人がいる。

。人間は知恵を働かせ，新しい技術を用い
て，石油に代わるエネルギーや資源を開発
するだろう。

備　　　　　考

宇宙船は閉ざされた空間内で
宇宙飛行士ぎちが有艮の資
源，エィルギーを合理的に使
わねばならないことに着目さ
せる。

地球も無限の空間ではなく有
隈であり，それ故に，ちょう
ど45億人乗りの宇宙船にたと
えられることに気づかせる。

・石油が原料資源，エネルギー
資源として私たちの生活を支
えていることに気づかせる。

・石油が非再生資源であること
に着目させ，有限性の認識を
深めさせる。

・産油国の資源ナショナリズム
の歴史的背景についてはふれ
ない。

生活とのかかわりで考えさせ
る。

石油の不足，価格上昇は途上
国での環境破壌をますます進
行させることに着目させる。

次時の「代替エネルギー開発
とその聞題点」への問題意識
をつくる。
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（3）C　案

　i）仮　説

　　①A案，B案においては，現代文明の維持発展を暗黙の前提として，授業が設定されている。しかし，資源・エ

　　ネルキー問題の解決のために，現代の浪費文明の見直しを主張する声も強い。そこで本案では，現代文明を反省

　　的にとらえさせることにより，資源・エネルギー間題を現代の諸問題と関連づけ，総合的にとらえさせることが

　　可能になる。

　　②資源・エネルギー問題は，現代の重要な課題でありながら，現在の生徒はありあまる物質の申にどっぷりとつ

　　かって生活をしており，また，第一次，第二次オィルショックも生活体験していないため，資源・エネルギー間

　　題を実感としてとらえることが困難である。従って，資源・エネルギー問題を学習課題として設定しても，生徒

　　の十分な課題意識に支えられて学習の展開をはかることがむずかしい。

　　　資源・エネルギー学習を有効なものとするためには，生徒の主体的な学習への取り組みが必要である。資源・

　　エネルギーを浪費する先進工業国がある一方で，貧困にあえぎ，飢えに苦しみ，燃料を求めて右往左往する人々

　　がいる。この現実の姿を生徒に直視させることにより，白已をとりまく浪費文明に疑問を持たせ，生徒の課題意

　　識を高めることが可能となる、

　11）本時の目標　　m）本時の展開　　　　　　　　　　　　　省　　略

　2．授業記録

　次に授業記録の一部（抜粋）を示す。実験授業A，B

（Cは省略）共に，研究テーマに関わりの深い部分を中

心に示した。また，教師（T）及び生徒（。印は女子）

の発言中，冗長な部分は要約して示した。

（1）実験授業A案（経過時刻25分～53分）

T　　それじゃあね，なぜ，こんなに急激に，原油価格

　　が上がったのか。このT　P（TP②）を見て，グル

　　ープで話し合って見て下さい。＜T．板書「なぜ石

　　油価格は急上昇したか」＞＜約4分間，協議＞

T．　じゃあ手を置いて……，発表してみてください。

藤原輸出国がもうけようとして，石油の価格を上げな

　　いと輸出しないといって，……だから，石油の価格

　　が上がる。＜T．板書「もうけよう」＞

T．　そこの福間，古賀，伊藤o，山本◎のグループは，

　　どんな意見が出た？だれか代表して。

福間　それもそうだけど，……それから，例えば戦争す

　　ると石油の産出量が少なくなる。そうすると，世界

　　はエネルギー原料とか工業原料とかに使っていたも

　　のが足りなくなって，それで価格が上がってくる。

T．　なるほどな。戦争。（板書「戦争により産出量が

　　減る」）そうすると，需要と供給の関係から，必要な

　　資源が少なくなるから，値段が上がる。なるほど。

河合　だいたい，石油の埋蔵量がわかってしまって，そ

　　れがだいたい30年だとしたら，残り少ないから，

　　＜T．板書rあと30年」＞その残り少ない資源で，あ

　　る内にかせいでおこうという，藤原君も言ったよう

　　に，産出国の今の内にという考えがあると思う。

　　＜T．板書「いまのうちに」＞

実重　河合君たちと同じで，やはり，埋蔵量が少なくな

　　ると，産油国は経済を石油でまかなっているので，

　　もうける時もうけないと，石油が無くなった場合

　　に，その国の経済が乱れるので。＜T．板書＞

古津　だいたいそういうことですけど，それまで外国の

　　資本に完全にぎゅうじられていて，かなり安く大量

　　に売っていたんだけれども，73年頃を境にして，産

　　出国の方が，これじゃわしらの国の経済が成り立た

　　ないというので，一緒に共同で，オペックなんかつ

　　くって，値段も自分たちで決めるようになったか

　　ら，それで値段が上がったのではないか。＜T．し

　　きりに板書。略。＞

T．　これ以外に意見はないか。松根君ないかね。

松根　昔は石炭などを使ってたんですけど，その後エネ

　　ルギーの変化というか，石炭よりもっと効率のよい

　　石油を各国が使い始めたということがあるんじゃな

　　いかと思う。

T　　なるほどね。さあ，みんなからこういう＜板書＞

　　考えが出ましたね。これは予想でもあるわけですか

　　ら，今から資料を配りますから，この資料で確かめ

　　られるものを確かめてみましょう。＜T．プリント

　　資料③配布，TP④投影＞く約5分，時問を与える。

　　先ほど出た意見の板書に1～7の番号をつける＞

T　　さあ，資料から説明してください。

森脇　やはり，プリントの資料③の最初の方からわかる

　　んですけど，メジャーというのが最初石油の値段を

　　決めていたんですけど，産油国がそれじゃいけない

　　というので，オペックを結成して，それ以後強い権

　　力を持って，白分たちで価格を決めたことがわかる。
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T．　どうですか。3番の資料で，今までメジャーが決

　　めていたのが，産油国が決めるようになっていった

　　ことがわかる。いいと思う人。＜挙手，多数＞だか

　　ら……＜板書，「産油国が一方的に決める」＞

T．　だが，なぜだ。なぜ一方的に価格を決めるんだ。

　　山内君説明できるか？

山内　OHPに出ているように，国民総生産に占める石

　　油収入の割合が多い。つまり，石油によって生活し

　　ている。だから，外国資本にたよって生活している

　　と，力で価格を下げられて，利益が少なくなるけ

　　ど，産油国がオペックをつくってやれば，国の経済

　　を豊かにし，富ますことができる。

伊藤Oだいたい同じで，今まで外国の資本にぎゅうじら

　　れていたから，自分たちの国を富ませるために。

森山　だいたい同じ。外国の言うなりでは，押し切られ

　　てしまって。生活も苦しいから，自分たちで決めた

　　ら，価格も上げられる。

T．　と言うことは，経済を石油にたよっている＜板

　　書＞ということですね。だが，なぜ73年頃から，自

　　分たちが決め，値上げするようになったのかなあ。

山本。資料⑧にも書いてあるんですけど，日本とかヨー

　　ロッパなんかの石油の消費が，だんだん増えたこと

　　とか……戦争なんか起こすと消費が一・・。

金田　だいたい同じなんですけど，60年代の前半ぐらい

　　までは新油田とかが出てきたから，供給の方が多く

　　て価格が安かったんですけど，さっき言われたけ

　　ど，73年頃から，ヨーロッパ諸国や日本の石油の消

　　費量がすごく増え始めて，それが供給を上まわった

　　ということで，それで値段が上がってきた、

T．　需要が増えた。ほかに理由はないかなあ。河合。

河合　……プリントに出ているんだけれども，さっきも

　　言ってたように，確認埋蔵量がわかってきて，もう

　　決めた方がいいというので……。

福岡　同じ。

T．　そうですね。サウジアラビアの場合，確認埋蔵量

　　がこれだけあって毎年これだけ産出すれば，やがて

　　なくなる，ということがわかりますね。何年ぐらい

　　かかりますかね。計算して・・・…＜約40秒＞＜TP⑤

　　確認埋蔵量26，232百万k4÷産出量559．8百万k4＝

　　年＞

吉田　……40年ぐらい。

吉岡　47年くらい。

T．　47年ぐらいですね。言わば，石油が有限である，

　　ということがわかってきたわけだな。となると産油

　　国はどうする？産油国の立場に立つと。

吉田

松浦

丁．

佐藤

T．

T．

（2）

T．

T．

加藤

布野

丁．

高橋

北

　残っている間にもうけておこう。

　同じ。石油でもうけるしかないわけだし。

　なるほど，じゃ，今日ここまで学習したことをま

とめてもらおうかな。佐藤。

　第二次大戦の前から，大戦後のしばらくは，石油

を掘り出したり販売したりするのを，先進国の石油

資本がぎゅうじっていたために，産油国自体として

はもうけが少なかったけど，1970年代にオペックに

よって産出国の結束が強まり，さらにヨーロッパや

日本で，石炭から石油への移行があり，需要が増え

たため，石油ショックが起きた。石油価格が上がっ

た理由は，石油に限りがある。有限であること，産

油国が価格を決定するようになったこと，高い値段

で売って産油国の利益を守ろうとしたため，などで

す。

　今のまとめについてどうですか。いいですか？

＜挙手，多数＞経済の自立をはかるということを考

えて，生産を削減したり，価格を上げたりしたとい

うことですね。

　そうすると，今までのように安くしかも大量に石

油が入手できないことになりました。我々はどうな

るか，また，どうしたらいいか。……そういうこと

を考えねばなりません。＜以下，次時について，

略。＞

実験授業B案（2～23分，33～48分）

　みんなね，「宇宙船地球号」という言葉を聞いた

ことがある人＜挙手，若林。＞意外に少ないね。じ

ゃあr宇宙船」という言葉は9　＜挙手，多数＞ほ

う。では，「宇宙船地球号」ということについて考

えてみたいと思いますけれども，地球は宇宙船であ

るという考え方ですね。

　宇宙船と地球と比べると？共通点，似てるところ

は？……＜挙手なし＞もう少し具体的に，宇宙船で

は，食べ物，水，空気，これをどうしているだろう

ね。

　船内でつくったり，どこかの星で手に入れたり。

　同じで，船内で，そなえつけたり。

　地球と宇宙船はどう違うのかな。

　宇宙船は中の食料がなくなると生きて行けなくな

る。（T．地球は？）同じ。人口が増えていくと，食

＊斗もなくなる。

　同じ。地球も資源なんかがあとわずかしか残って

いなくて，宇宙船も補給しない限り無いから，いつ

かは無くなるところが似ている。
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障子　エネルギーとかが限界までいくと，どうしようも

　　なくなる。

佐藤O同じで，宇宙船で燃料なんかがなくなると困る。

　　地球も資源などがなくなるとマヒする。

上野O宇宙船でつくられたエネルギーもやがて無くなっ

　　てしまうし。地球も限られた資源しかないから，や

　　がて無くなってしまう。

T．　今出た意見以外にまだありますか？＜挙手なし＞

　　では，宇宙船地球旨は，食料や資源，あるいは工不

　　ルギーなどが有限であるということですね。なぜ有

　　限なんですか？松浦さん。

松浦O宇宙船は，乗った人の数に応じた生きる量しかな

　　い。地球の場合，よくわかりません。

竹中Oわかりません。

松林◎エネルギーの場合はよくわかりませんが，資源の

　　場合は，地球も宇宙船も，中にある量は限られてい

　　て，つくられる量より使われる量の方が多いから，

　　だんだん無くなっていくことになる。よくわかりま

　　せん。

T．　なるほど，みんな十分わかってないところがあり

　　ますので，スライドを見ながら，r宇宙船地球号」

　　ってどういう意味だろうということを確認してみた

　　いと思います。＜①スライド16コマ投影，説明のナ

　　レーションを録音で流す。＞＜約10分＞

T．　＜スライド内容の補足やまとめ，略。＞

　　　さあ，宇宙船地球号の資源は有限だということで

　　したが，石油はどうだろうね。・・…・石油は何年ぐら

　　いもつかなあ。

福田◎200年ぐらい。

T．　200年ね。身OO年ぐらいだと思う人＜挙手O＞

青木　10年。

T．　10年だと思う人＜挙手O＞ずいぶん開きがある

　　な。50年ぐらいはどうか＜挙手O＞それより少ない

　　と思う人＜挙手15名＞50年より多い。＜挙手，数

　　名＞

T．　それでは，石油は有限だということですが，何年

　　ぐらいもつか，何年で無くなるか，計算してもらい

　　ます。＜TP③確認埋蔵量103，104百万k4÷産出量

　　3471．4百万k4＝年＞＜23分経過＞

　　　　　　　　　中略　約10分

T．　石油が有限ということになると，産油国はどうな

　　るか。どういう対応のしかたをするだろうか。

小幡　産油国が石油がなくなる前に団結をして，石油の

　　値段を上げて，急に無くならないようにするとは思
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　　うけど，もし無くなった場合は，発展途上国みたい

　　になる。

本郷。だいたい小幡君と同じ。対策を考えたんだけど，

　　今日本でもやってるように，石油節約と，新しいエ

　　ネルギーをいろいろ考えて一・・産油国の場合はよく

　　わからない。

須田　石油の値段を上げたり，輸出を少なくしたり。

門脇。産油国には，イランとかイラクとかあるけど，石

　　油の輸出でなり立っている国が多いから，そういう

　　国は，ほかでなり立つように考える。消費国は新し

　　いエネルギーを考える。

T

T

　＜意見をまとめ，TP④「国民総生産に占める石

油収入の割合，TP⑤「アラビアンライト原油価

格」により，検証する。＞

　こういうふうに，価格が上がり，石油が輸出され

なくなると，消費国はどういう影響を受けるでしょ

うね。対応のしかたとしては，節約するとか新しい

エネルギーを開発するとかという意見が出てました

けど。

蒲池　石油工業製品がどんどん減ってきて，車なども使

　　えなくなる，消費国がこれ以上発展しなくなる。

三浦O今，産油国に完全にすがっているので，今，パッ

　　と無くなるとどうなるか，予想もつかない。どうい

　　う影響が出るか見当もつかない。

浅井　品物が不足するので，物価が高くなる。

T．　＜まとめた後＞我々先進国について考えているけ

　　ど，石油の無い発展途上国はどうなるだろうか。

　　＜約1分＞

池田後進国は，資金があまり無いから，新しいエネル

　　ギーの開発ができない，知らない内に滅びてしまう。

　　＜笑い＞

右田。減びるというより，消費国は半分落ちぷれてくる

　　けど，どっちかというと発展途上国は生活水準が落

　　ちないで，まともな国という感じ。

T　　ほう。なるほどね。じゃ，どうなるか，予想もい

　　ろいろあると思いますが，テレビを見てみることに

　　します。＜⑥VTR「資源をもたない途上国」約5

　　分＞

（3）実験授業　C案

　VTR（NHK特集r21世紀は警告する』を50分に縮

少編集）を視聴後，若干の討議（記録省略）感想文を書

く。

3　授業後の感想文

次に示す感想文は，各実験授業終了時，小さな紙片に
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10分間程度で，白由な感想を書かせたものである。いく

つか代表的なものを例示し，仮説検証の手がかりとす

る。

（1）実験授業A秦の授業後の感想（例）

。A－1，伊藤志津子

　　やはり石油というものは，とても大切なものだと思

　います。今の私には直接は関係はないと思えるけど，

　これは将来の間題として考えていかないといけないと

　思いました。もし今，私達が浪費をしたら，将来困る

　から，本気で考えないといけないと思いました。けれ

　ど，国によって，貿易だけ，石油だけで経済をたてて

　いかないといけないので，なかなかむずかしいものだ

　と思います。国としての問題ではない，地球単位で考

　えていかないといけない！

・A－2　森山純子

　　石油が大切な資源だということはわかっていたが，

　あらためて，これらの問題を考えさせられた。石油

　は，私達が生活していくうえでなくてはならないもの

　だが，それにも限りがある。産出国と先進国が，両方

　にとってうまくいくような話し合いをし，限りある石

　油を大切に使っていかなければならないと思う。また

　石油にかわるエネルギーをどんどん活用していったら

　いいと思う。（いろいろこれらにも問題はあるが。）最

　後に，とてもきんちょうした授業でした◎

。A－3　河合　央

　　有限であり，しかも残りの多くない石油や他の資源

　を大切にすることが，よいことなのかどうかはよくわ

　からないが，実際はなくてはならないものだから，大

　切にした方がいいのではないだろうか。

　　産油国も少しは世の中を考えて，安くしてほしいも

　のです。

・A－4　金田浩明

　　石油についての授業ということでしたが，今のエネ

　ルギーの問題は，かなり大きいと思いました。

　　産油国についてですが，値上げをするのは分からな

　いこともないですが，石油がなくなって，困るのも産

　油国なのだから，国どおし協力し合って，新しいエネ

　ルギー源を見つければよいと思います。

（2）実験授業B案の授業後の感想（例）

・B－1　本田洋子

　　この授業をしたことによって，有限な資源の大切さ

　をしみじみと感じることができた。考えていたより

　も，地球はどんどん破めつに向かっているようだ。

　　私達がむだ使いをしてしまうのは，そういう現状

　（砂漢が増えている，森林の破かいなど）を感じた

　り，見たりしていないからである。資源は有限である

　のだから，もっとむだをなくし，有効に，大切に使っ

　ていくべきだ。

・B－2　右田靖子

　　あと30年というのにおどろいた。私たちの今の生活

　が，ただなんとなくというかんじだけれど，有限であ

　るエネルギーを大切にしなければいけないということ

　が，よくわかった。

　　最後に発展途上国のことを少しやったけれど，この

　ままでは，地球号はほろびてしまうのか……不安にな

　った。

。B－3　北　史生

　　資源があと少ししか残されていない宇宙船地球号に

　住んでいる以上，もっと資源を大切にして，むだを出

　さないようにしようと思った。

・B－4　平本佐智子

　　いつもとちがって，空気がおもかった。内容として

　は，最初，宇笥船「地球号」とは，まったく分からな

　かった。けど，分かったような気がする。けど，宇宙

　船と地球はやっぱり同じような気はしない。宇宙船は

　本当にかぎられているけど，地球はいろいろな資源を

　作ることが出来るから。

（3）実験授業C案の授業後の感想（例）

・C－1　山本　泉

　　やりきれない。何か白分もできるんじゃないかなん

　て考えは，ふっとんでしまった。間題は深く，複雑で

　大きすぎる◎でも，今のままではいけないことはたし

　かだ。悪じゅんかんのもとをなくさなければ。では，

　悪じゅんかんのもとって何か一・・，それすら分からな

　いのだから。

　　もうどうしようもない気がする。今回，日本のこと

　は，あまり出てなかったが，かえって，日本のもろさ

　を感じた。

・C－2　松原健一

　　人間が人間として生きられないような生活をしてい

　る人がいる事は知っていたが，とてもショックを受け

　た。これから先の未来に対して，人間が生きていくた

　めに，人間が（先進国などが中心となり）一致して，

　様々な課題を解決していくことが大切だと思い，いま

　白分が何をしなければいけないのか，考えてみたい。

・C－3　平田敦嗣

　　僕達日本人は，本当に幸せな生活をしているんだけ

　れど，世界には，今難民が沢山いて，生と死のすれす

　れの生活をしているということが，今までよりも一層
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意識できた。これらと結びつき，地球全体の砂漢化が

進んでいるということは，非常に恐ろしいことだと思

　う。これを見ていて，どうして，どの国も，いっせい

に，核兵器なり軍事的なものを捨ててしまうことがで

きないのか。つくづく不思議に思った。これからは，

やはり，国を超えた全世界のつながり，及び助け合い

がなければ，人問は生き残れないと思う。

。C－4　岡野涼子

　難民やスラムなどのフイルムを見て，よくあんな生

活に，特に子供が，我まんしていると思った。手足の

細い人達を見ていると，まるで異星人のようだと思っ

た。資源，食料，核や環境汚染など，いろいろせっぱ

つまった問題があることは，よく聞くが，たぶんそれ

らは，21世紀初期に30代である私達がなんとかしなけ

ればならないのだろう。

。C－5　大西順子

　なんだか，とても恐ろしく感じた。大切なエネルギ

ーを，何をも生み出さない軍事に使っているなんて，

　もったいない。南側の国々では，食物もなくうえてい

るのに，21世紀には，夢と希望というより，恐ろしさ

があるように思われる。

　いろいろな学者が，こうしなくてはならないと言っ

ているが，まず，自然のほうかいを止めなくてはなら

ないだろう。でも，ほうかいを止めるというのは，今

の文明というか，今の生活のし方をやめるということ

だと思うと，少し考えさせられる。今，何かしなくて

はいけないのだろうが　　。

　　「文明の前には森があり，文明の後には砂漢が残

る」なんとなく不気味！

・C－6　岡田史生

　授業でならった時は，こうできれば食料問題は解決

し，人口間題にも終止符がうたれるなどと，甘い考え

を持っていたが，実際は自分の思っていたような（ち

　ょちょいのちょいで，糸がほどけるような）問題では

ないことを身にしみて感じさせられた。少し，○○教

授が話していたが，「画一化」とか「多様性」が間題

だと思う。資源などももちろん重要だが，人間の精神

までおかされるのは致命的だと思う。
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　この授業案は，作業仮説「資源ナショナリズムの正し

い認識を通して，産油国の立場を理解させれば，国際的

視野に立った問題解決への関心を持たせることが可能に

なるであろう。」に基づいて作成されている。従って，

ここでは，①資源ナショナリズムの正しい認識とそれに

基づく産油国の立場が理解できたか，②国際的視野に立

った問題解決への視座が育ってきたか，について検討す

る。

①　資源ナショナリズムの正しい認識と産油国の立場の

　理解

　資源ナショナリズムに基づく産油国の立場を「資源に

依存する自国経済と資源の有限性の認識に基づき，その

資源を有効に活用して自国の発展をはかろうとする立

場。」とし，この認識が育ったかどうかを，次のプレテ

スト，ポストテストの結果を比較して検討した。

＜表1＞「石油価格の上昇が，なぜ起ったと思います

　　　　か。」

　　　　　区　分

　　　　㌔　　　　t　　　　、　　　　㌧　　　　　、　　　　　七

理由＼
オイルショック

石油枯渇

産出量の減少

需要増

輸出制限

産油国の協定

OPECの結成
自国の利益増

産油国の値上げ

中東戦争

その他

わからない・無答

実験授業A

3　組

Pre

4
18

0
8
8
4
0
4
0
0
6
5

Post

21

11

0
3
2
6
3
6
4
3
3
0

4　組
…1・…

6
8
2
5
7

・6

3
4
2
1
3
5

15

4
1
2
4
12

5
6
5
0
4
1

実験授業B

1　組

Pre

6
12

3
6
8
2
2
3
3
2
1
3

Post

18

8
1
0
3
2
1
2
5

11

0
2

W．結果の考察とまとめ

1．仮説の検証と結果の考察

　それぞれの実験授業を，仮説について検証し，それに

基づいて考察を加えることにする。

（1）実験授業A

＜表2＞r石油産出国についてどう思いますか。」

実験授業A 実験授業B

3　組 4　組 1　組
…1・…

Pre Post 叫・…

％ ％ ％ ％ ％ ％
産油国のJ肯定立場を　1否定 78．6 73．253．7 59．676．2 93．1

4．8 7．3 14．6 11．9 2．4 2．3

そ　の他 9．3 4．9 21．9 21．414．3 2．3

よくわからない 7．3 14．6 9．8 7．1 7．1 2．3

無答 O O O
1
l

O O O

931
23
23
23
O
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　上の2つのデーターから，次のことを考察した。

・　産油国の経済は石油に依存しているという認識は，

　これらのデーターの中には表串されておらず，この調

　査では測定できない。

。石油の有限性についての認識は，表1のr石油枯

　渇」，「産出量の減少」などで読みとれるが，実験授業

　A，Bともに，プレテストに比ベポストテストでは減

　少している。これは石油の有限性の認識が後退したと

　いうより，石油価格上昇の理由として，オイルショッ

　クということばにまとめて答えるようになったためと

　思われる。

。　白国の資源を有効に利用して経済発展をはかろうと

　する産油国の立場の理解については，表1の「産油国

　の協定」，rOPECの結成」，r自国の利益増」，r産油

　国の値上げ」などの石油価格上昇理由の背後には，産

　油国の立場の理解があるものと考え，これらの項目に

　着目して検討した。

　　その結果，実験授業Bでは，ほとんどの項目でポス

　トテストが減少しているのに対し，実験授業Aではす

　べての項目が増加している。このことから，実験授業

　Aは，産油国の立場の理解に有効であったと考える。

　　しかし，表2の「産油国の立場についてどう思う

　か。」という問いに対する解答をみると，実験授業B

　では産油国の立場を肯定するところヘポストテストの

　解答が集まっていくが，実験授業Aではプレテストと

　ポストテストの差があまり表れていない。むしろ「わ

　からない」という生徒が増えているクラスもある。こ

　れは，産油国の立場を理解するとともに，石油にたよ

　るわが国の経済の現状も理解し，その間に立って態度

　決定に悩む姿が推察される。

　以上のことから，資源ナショナリズムとそれに基づく

産油国の立場の理解はすすんだと思われるが，それをも

とに産油国の立場を肯定するまでの確かな認識に変化さ

せることはできなかったといえよう。

②　国際的視野に立った問題解決への視座の育成

　授業後の感想文を分析して，次の表を作成した。

　表3から，石油間題解決の視座を見ると先進国の立場

での間題解決，申でも代替工不ルギーの開発によってそ

の方途を見い出そうとしている者が多く，仮説としてし

ていた，産油国と先進工業国との関係に着目するような

国際的視野に立った問題解決へ目が向いていないことが

わかった。

　実験授業Aの結果から，次のことが言えよう。

ア　産油国の立場への理解を深めさせ，国際的視野から

　問題解決へのアプローチをさせるためには，「石油が

　入手できなければ代替エネルギーを」という生徒の発

　想を転換させる必要がある。従って，代替エネルギー

　は，経済性・安全性などのさまざまな問題点があり，

　すぐには実用化が困難であるということを先習させ，

　代替エネルギーをという逃げ道をふさいでおけば，産

　油国との関係に目を向けるようになると予想される。

イ　学習展開の構想や資料が，逆オイルショック以前の

　ものであるので，現在の石油がダブついている状況下

　での，この学習に基づく学習をどう展開するかを再考

　する必要がある。

（2）実験授業B

　この授業は，作業仮説「『宇宙船地球号』という観念

をとり入れることにより，資源の有限性の認識と，それ

に基づくグローバルな視点から資源間題を考えようとす

る態度の育成が可能になるであろう。」に基づいて展開

された。そこで，①資源の有限性の認識ができたか。②

グローバルな視点から資源問題を考えようとするように

なったか，を検討する。

①　資源の有限性の認識

　授業記録からわかるように，「宇宙船地球号」という

観念の理解にかなりの時間を要した。しかしこの観念を

理解したことにより，下表が示すように，同じように石

油の可採年数を学習したにもかかわらず，実験授業Aに

くらべてBは，可採年数のばらつきが少なく，有限性が

強く印象づけられた結果であると推定できる。

＜表4＞「何年ぐらいで石油がなくなると思いますか」
＜表3＞　石油問題解決への視座

実験授業A B

問題解決への視座
3組 4組 1組

世界的視野 7 12 31
産油国と先進工業国の関係 10 6 2
先進工業国の立場 19 20 8
産油国の立場 3 1 O
その他 2 3 3

可採年数
10年 30年 50年 100年 不明

実験授業A（3，4組） PrePost

　
％
6
．
0
3
．
6

　
％
5
4
，
2
6
8
．
7

　
％
1
6
，
9
2
4
．
1

　
％
9
．
6
0

　
％
1
3
．
3
3
．
6

実験授業B　（1組） PrePost

7
．
1
2
．
3

40，590．9 28．64．5 19．02．3
4
．
8
0
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②グローバルな視点から間題の解決をはかろうとして

　いるか。

　表2からみると，実験授業Aにくらべて産油国の立場

への理解が深まっており，表3からも実験授業Aにくら

べて，世界的視野や産油国と先進工業国の関係からこの

問題を考察しようとする生徒が増えている。これは，

「宇宙船地球号」の観念を理解したことにより，資源は

人類共有の財産であるという認識や，発展途上国の立場

への理解を深めた緕果であると考える。

　しかし，授業後の感想文を分析した結果，次のような

問題点があることも判明した。「宇宙船地球号」という

観念からは，資源産出国と資源消費国の確執があらわれ

にくいので，現実の諸問題をとびこえた無国籍・無責任

な観念論におちいりやすい傾向がみられる。

　以上の結果から，仮説をさらに確かなものにするため

には，次のことが必要である。

ア　「宇宙船地球号」の観念を1単位時間程度かけてし

　っかりとおさえ，資源の有限性の認識を定着させてか

　ら資源問題の学習を展開する。

イ　抽象論や観念論にならないために，先進国と途上国

　の資源分配のギャップを具体的に認識させる過程を後

　の展開に組み込む。

（3）実験授業C

　これは，VTR『21世紀は警告する』を視聴しr自己

をとりまく浪費文明に疑問を持たせることにより，生徒

の自我関与を引きおこすことが可能になるとともに，資

源・エネルギー間題を現代の諸問題と関連づけて総合的

にとらえさせることが可能になるであろう。」という仮

説に基づいている。

　この仮説をVTR視聴後の生徒の感想文から検討した

結果，次のことがわかった。

。　3つの案の中で，生徒が最も切実感，危機感をもっ

　て資源間題をとらえた。

・　資源・エネルギー問題は，食料，人口，環境，核戦

　争などの現代杜会の課題と関係があるととらえる傾向

　がみられる。

　これらの結果から，この教材は，生徒の白我関与を引

きおこさせる課題意識をもたせるのに有効であること，

また，資源問題を現代の諸問題と関連づけて総合的にと

らえさせることにも有効であることがわかった。

　しかし，この仮説をさらに効果あるものにするために

は，次の課題があることもわかった。

ア　現代の浪費文明を反省的にとらえなおすためには，

　VTR視聴後にそれを意図した学習展開をどのように

設定するか。

イ　現代杜会の課題に対して生徒の白我関与を引きおこ

すのに有効なこの教材を，単に資源・エネルギー学習

に用いるだけでなく，現代杜会の課題を考察する総合

単元の導入として活用することができないか。また，

　その際の単元構成をどのようにしたらよいか。

2．まとめと提言

　（1）空間的，時間的視座の拡大をはかる。

　現行学習指導要領における資源・エネルギー学習の視

座は，自国中心で未来への展望に欠けるところがある

が，現代の資源・エネルギー問題は，国際関係，地球的

視野，21世紀への展望をぬきにしてとらえることが困難

である。しかし，申学生にとっては内容が複雑で高度で

あることを理由に現行学習指導要領が作成されていると

考える。

　この実験授業の結果から考察すると，中学生でも，教

材の選択のし方や順序性を工夫することにより，グロー

バルな視点や多面的，総合的な見方・考え方を養うこと

が可能であると考えられる。従って，資源・エネルギー

問題の学習を，もっとグローバルな視座，未釆を展望す

る視座をとり入れて学習展開をはかることも可能である

と考える。

　（2）高等学校の「現代杜会」との関連を考察する。

　上記のような申学校社会科公民的分野の扱い方をする

場合，高等学校社会科「現代杜会」とのダブリが予想され

る。今後系統性，生徒の発達段階を考えて，一貫したカ

リキュラムを作成する必要がある。

　（3）生徒の価値認識をゆさぶる工夫を。

　現代社会の課題を考察する場合，その課題をいかに解

決していくかという視点をぬきにすることはできない。

　資源・エネルギー問題の解決に関しても，その分配や

代替エネルギーのあり方をめぐって，多くの意見に分か

れる。生徒は将来その選択を迫られることになる。そこ

で生徒の価値認識に基づく価値選択ができる資質を育成

しておくことが大切である。この実験授業では，生徒を

とりまく浪費文明を見直す視点を与えることによって，

価値認識を育成しようと試みた。また，このような視点

を与えることにより，生徒の自我関与を引きおこし，学

習への取り組みが主体的になることもわかった。
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＜資料＞ PT資料　A一④（B一④）

1．実験授業で使用した資料
国民総生産に占める石油収入の割合（1977年）

TP資料 A一①A（B一②A）
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TP資料　A一⑤A

TP資料 A一①B（B一②B）

　石油を使ってつくられるもの

石油はいつなくなるか

　　　　　　　（サウジアラビアの場合）

確認埋蔵量

26　232百万k1

≒47年

原油産出量

559．8百万k1

「万有百科大事典」

TP資料 A一②（B一⑤）

　アラビアン・ライト原油価格

　　　　　（ドル／ノ｛一レル）

TP資料　B一⑧A

石油はいつなくなるか

（世界の場合）

確認埋蔵量

103　104百万k1

≒30年

原油産出量

49　　　　03　　　57　　　60　70 73　　　76　　　798081

　　　　　　（年）

3　471．4百万k1
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プリント資料　A一⑤B（B一⑧B）

　　　世界の原油産出量と埋蔵量　　（単位　百万k4）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　（1980年）

確認埋蔵量は，1980年末調べ。出典は日本国勢図会。

まくいかず，産油国側はこれをきっかけとして，交渉

による価格決定方式を取り止め，独自に原油価格を決

定する道を選ぶようになりました。そして今日では，

OPEC諸国は，原油の生産量を減らしたりしながら，

原油価格を引き上げ続け，原油価格は1970年当時の20

倍近くまでになりました。

プリント資料　A一⑤c

　　　産油国の立場　一資源ナショナリズムー

　西アジアをはじめとする産油国の石油資源に対し
て，先進工業国の国際石油資本（メジャー）は，当初

から採堀はもとより，運搬，精製，販売にいたるま

で，ほとんどすべてのことを欲しいままにしてきまし

た。このように外国資本に支配され「とられっぱな
し」の石油資源を「とりもどし」，産油国自身の意思

によって採堀し販売しようとする努力が民族化あるい

は資源主権の確立ともよばれています。

　第二次世界大戦前は，先進国の石油会杜は，産油国

に対して，鉱区に対する賃借料と，原油生産量に原油

公示価格の一定割合を掛けた使用料を支払らうという

ことが行われていました。しかし，実際には，原油公

示価格は先進国側が一方的に低い水準にとどめていた

ので，産油国はあまり大きな利益は得られませんでし
た。

　そこで第二次世界大戦後は，産油国は油田の国有化

や石油会社への経営参加などによって，少しずつ先進

工業国資本の支配から独立しはじめました。このよう

な中で，1960年「石油輸出国機構（OPEC）」が結成

されました。これは，メジャー側の一方的な産油国に

対する原油公示価格の引き下げの通告に反発し，産油

国の利益を守るために結成されたものです。

　60年代前半は，新油田の発見，ソ連原油の登場など

もあって世界の石油市場は，供給遇剰の状態になり，

0PECは原油公示価格の維持を主な目的として活動
をしてきました。しかし，60年代後半になると，ヨー

ロッパ諸国や日本の石油需要が急増し，OPECのも
とに結束した産油国の立場はだんだんと強くなり，メ

ジャーとの交渉で原油公示価格の引き上げをかちとっ

ていくようになりました。

　そして，1973年には世界の石油需要が急増し，原油

の実際の取り引き価格は，公示価格を上まわるように

なりました。そこで，OPEC諸国はメジャーに対し，

公示価格の引き上げを要求しましたが，その交渉がう

プリント資料　A一⑤D

　　　　　　　　石油がなくなる日

　ボストン大学のアシモフ博士が，アメリカの雑誌
『タイム」に‘‘1997年のくらし”を発表した。その内

容をかんたんにしょうかいすると，次のようになる。

　朝の通勤時間，地下鉄はすごいこみようだ。それも，

よく故障するので，会杜までテクテク歩く人が多い。

　道路が広くみえるのは，自動車が走っていないから

だ。交通機関は鉄道が申心だ。いま，白動軍があった

ことを覚えているのは十歳以上の人だけ。乗用車はつ

ぶされて，金属資源として使われてしまったのだ。

　排ガスがないので，空気はきれいになった。でも，

冬の寒さがつらい。石油の暖房が使えなくなったから

だ。電気だって，満足には使えない。テレビが見られ

るのは，夜の三時問だけ。終ったら，すぐ寝るしかな

い。　　　　　　（『少年朝日年鑑1978年版』より）

VTR資料　B一⑥要旨

　　rたき木の不足というエネルギー危機」

・開発途上国では，主な燃料資源としてたき木を用い

　ているが，次第に伐採が進みひじょうに遠くまで一

　家総出でたき木を集めに行かなければならない。ネ

　パールでは，すでに森林の40％がこのようにして失

　われている。

・インドでは，牛のふんを燃料として用いるために耕

　地への肥料の供給が不足し，地力の低下を招いてい
　る。

。このようにたき木不足によるエネルギー危機は，環

境破壊をもたらし，耕地の砂漢化を進行させている。

VTR資料　C「21世紀は警告する」要旨

・21世紀をま近にひかえ，この20世紀の100年の間に

全人類がかかえ込んだ解決すべき問題を具体的に提

示していく。

・まず難民間題。そして途上国の人口移動，都市の過

密化，スラム化，廃虚化，人口爆発。飢え（食料不

足），環境破壊，地球の砂漢化……。　どうにもなら

ない深刻な世紀末の状況を示しながら，何をしなけ

ればならないかと問いかける。

。世界の代表的な学者によるr21世紀に向って，人類

が解決すべき課題は何か」についての討議。核の危

機，人口，資源・食料・環境の間題，国家間の緊

張，工不ルギー間題が語られる。

　（昭和59年1月2日，NHK総合で放送したもので
　ある）
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白作スライド資料　B一①

　　　　　スライドのナレーション
①　これは，宇宙からながめた地球です。最近になっ

　て，この地球が宇宙船地球号と呼ばれるようになり

　ました。なせ地球は宇宙船地球号と呼ばれるのでし

　ょう。まず宇宙船と比べながら，そのわけを考えて

　みましょう。

②打ち上げをまつアメリカのスペースシャトル，コ
　ロンビア号です。その形はとても地球に似ていると

　はいえませんね。

⑧　発射です。宇宙空問をめさしてコロノヒア号は上

　昇を続けます。

④　宇宙空間で，コロンビア号は地球のまわりを飛行

　しています。さて，コロンビア号の中で，宇宙飛行

　士たちはどのような生活をしているのでしょう。

⑤　現在では宇宙飛行士たちは，船内で，あの重苦し

　い宇宙服を着る必要もありません。船内は地球上と

　同じように空気が満たされ，飛行士たちの生活は快

　適そのものです。

⑥　これは，ソビエトの宇宙ステーション，サリュー

　ト6号の内部です。トイレ，シャワー，そして運動

　器具やベッドも完備されています。

⑦　ただ，船内は無重力状態ですので，何もかもが地

　球上と同じというわけにはいきません。

⑧　字宙飛行士たちは。宇宙船内の閉さされた空間の

　中で生活しています。このせまい宇宙船では，むだ

　は一切許されません。またごみや排せつ物をうかつ

　には捨てられません。呼吸によって閉ざされた船内

　の酸素が減り，炭酸ガスは増えていきます。空気ば

　かりではなく，閉ざされた船内では，食料・水・そ

　してエネルギーすら有限のものなのです。ぎりぎり

　の合理主義をつらぬいて，宇宙飛行士の生命維持装

　置を完全に働かせなくてはなりません。

⑨　では，この地球はどうでしょう。

⑭　地球は木陽のまわりをまわる惑星です。その公転

　のスピードは，マッハ88といわれます。地球のまわ

　りを飛行するコロンビア号でさえ，そのスピードは

　マッハ20程度ですから，地球は驚くべき速さで飛び

　続けています。ただ，音もなく静かに，そしてあま

　りにもなめらかに飛び続けているので，私たち乗組

　員には少しも実感できませんが……。

⑩　少くとも，地球上の人々は，月の近くから写し出

　されたこの地球の丸い姿を見るまでは，地球が宇宙

　船のように宇宙に浮かぶ1つの小さな天体に過ぎな

　いことを実感できなかったでしょう。

⑫　水と生物と大気におおわれた土のかたまりの小さ

　な地球。私たちはこの有限の閉じられた空間，宇宙

　船「地球号」の乗組員なのです。そして私たち乗組

　員の生命維持装置は，自然に依存し，とりわけ生物

　にたよっています。これを完全に作動させなくては
　なりません。

⑬　人間の消費する酸素は，植物の光合成によって補

　給されます。その意味で，森林はきわめて重要な働

　きを持っています。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　、・都市と人間・．一一・・一一○一…　　一一一・・’’

　　　　　⑬　光合成と大気の循環

⑭　人間の消費する水もまた，自然のサイクルに依存

　しています。無限に思われる水でさえ，この循環が

　狂えば，入手できなくなります。森林は，雨をたく

　わえ，ゆっくりと地下水や川の水として私たちに水

　を供給してくれます。

　　　1

　＼太陽／

フ⑧r
　　　■

1蟻

　　今．
　　　　　プ、舳：・

徽物　；1
　　　　⑭　水　の　循環

⑮　食料も自然界の生物に依存しています。すなわ
　ち，食物連鎖といわれるものです。環境が悪化し，

　生態系が狂い，この連鎖がたち切られると，食料も

　手に入らなくなります。

⑯　緑におおわれた地球，この環境の中で宇宙船地球

　号の生命維持装置は作動し，太陽エネルギーを蓄積

　してきました。我々が現在利用しているエネルギー

　源としての石油・石炭・たき木などは，これらの環

　境が太陽エネルギーをそのような形に変えてくれた

　ものなのです。
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2．プレテスト・ポストテストの結果
　（1）プレテスト結果

　　問1　日本のエネルギー供給割合の中で，石油はどれぐらいを占めていると思いますか。次から1つ選んで
　　　　下さい。

　　　　　　　　　ア．100％　　イ．85％　　ウ．65％　　工．45％　　オ．わからない

ア イ ウ i 工 5 オ 無 答
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1
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3－3 1 141 12 3 1 1 1 O
3－4 2 131 8 6 0 3 O1 O
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11 O
（10．8％） （49．5％） （27．7％） （4．2％） （7．2％） （O．6％）（108％） （27　7％）　　　　　　　　（4　2％） （7　2％）　　　　　　　　（0　6％）

問2　石油の原油価格は，1973年から急激に上昇し始めました。1970年当時と比べて1981年には，価格はお

　　よそ何倍ぐらいになったでしょうか。次から1つ選んで下さい。

　　　　　　　ア．5倍　　イ．10倍　　ウ．20倍　　工．30倍＝　オ．わからない

ア ‘ イ ！ ウ 1 工 オ 無 答
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（17．7％） （30．9％） （18．9％） （4．7％） （27．8％） （O％）

問3　このような原油価格の上昇が，なぜ起ったと思いますか。

ニイ〃石油枯渇 産出量 需要増1輸出制限 産油国 9騒1鰯 産油国
の減少 の協定 の値上げ

1中東戦争その他1㌍誰
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3－4 313 414 210 5．O 512 313 112 113 111 110 112
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213

計 10113 ・・1・・1・1・1・・1・・1・・1・・1・1・1・1・1・1・1・1・ ・1・1・1・1・・1・

（13．5）　　　（32．9）　　　（5．3）　　（15．9）　　（16．5）　　　（9．4）　　　　（3．5）　　　（9．4）　　　（4．7）　　　　（2．4）　　　（8．2）　　（9．4）％

・　！　・ 2 3

3－1
　≡2＝　1 18115 11　4 11　13－2
11　2　I

151　12
111　16 61　5 21　13－3 51　0 31　3 31　13－4 21　3 151　12 31　2 21　2＝

計1・・1・1・・1・・ ・…　1 81　5
（9．4％）　　　　　　　（67．1％）　　　　　　　（15．9％）　　　　　　　（7．6％）

その他1㌍誰

（13　5）　　　（329）　　　（5　3）　　（15　9）　　（16　5）　　　（94）　　　　（3　5）　　　（94）　　　（47）　　　　（24）　　　（82）

（94％）　　　　　　　（671％） （15　9％）　　　　　　　　（7　6％）

（94）％

問4　原油価格はどのようにして決まると思いますか。次から1つ選んで下さい。

　ア．石油産出国が決める　　イ．国際石油資本（メジャー）が決める　　ウ．石油産出国と国際石油資

　　　本が話し合って決める　工．需要と供給の関係で決まる　　　　　　オ．わからない

3－1
3－2
3－3
3－4

計

ア　　　　　　　　　　イ

12　　　　6
11　　　　5

8　　　　5
4　　　　6

35　　　22

2　　　　1
1　　　　3
2　　　　1
6　　　　1

11　　　　6
（33．5％）　　　　　　　（10．O％）

ウ

5　　　　6
10　　　　9

3　　　　5
9　　　　8

27　　　28

工

1　　　　0
0　　　　2
0　　　　0
0　　　　0

1　　　　2
（32．4％）　　　　　　　　（1．8％）

オ

2　　　　7
1　　　　1
7　　　　9
2　　　　2

12　　　19

無　　　答

0　　　1
1　　　0
2　　　0
1　　　2

4　　　3
（18．2％）　　　　　　　　（4．1％）
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問5　いつかは石油がなくなると予想されていますが，あなたは何年ぐらいで石油がなくなると思います

　　か。次から1つ選んで下さい。

　　　　　ア．10年　　イ．30年　　ウ．50年　　工．100年　　オ．わからない

3－1
3－2
3－3
3－4
計

2
3
1
2

ア イ

10　　　　7

14　　　10
14　　　12
9　　　10

ウ

4　　　　8
5　　　　2
1　　　　1
6　　　　6

・　・1・…　1・・ 17

工

5　　　　3
1　　　　5
4　　　　0
3　　　　1

オ

0　　　　2
1　　　　2
1　　　　5
2　　　　1

13　　91　4　10

無　　　答

O　　　O
0　　　0
1　　　1
0　．　O

1　　　1

　　　（7．1％）　　　　　　　　（50．9％）　　　　　　　　（19．5％）　　　　　　　　（13．O％）　　　　　　　　（8．3％）　　　　　　　（1．2％）

間6　もし石油がなくなれば，現在の私たちの生活はどのようになると思いますか。衣食住の観点から考
　　えて，書いて下さい。

　　　　　　　　　　　一省　　　　　略一
間7　もし，石油がなくなるとしたら，次の国々ではどのような間題が起ってくると思いますか。

　　①先進工業国（日本，アメリカなど）　　　　②石油産出国（クウェート，サウジアラビアなど）

　　⑧石油資源のない途上国（ネパール，エチオピアなど）

　　　　　　　　　　　一省　　　　　略

問8　石油がなくなることを考えて，原子力の利用など石油に代わる新しいエネルギーの開発が進められ

　　ています。あなたが知っているものをすべてあげて下さい。

1地熱1原子力水力風力波力潮力太陽石炭…ジイオマ火力発電その他1汽からな

3－1
3－2
3－3
3－4
計

17110　10　1　6　　101　7　18　120　　17115

｝l111111鰍11・1・l1l
25≡16　　81　2　　81　0

20111212010
24121　　11　1　　0≡　0
15≡10　　3…　1　　01　0

0　11111010010
11111≡lll1l

・・1・・1・・1・…1・…1・・1・・1・…1・・1・・1・…1・・1・1・・1・1・・1・・1・・1・・1・

（42．4）　　（39．6）　（46．7）　　（65．7）　（36．1）　　（23．7）　　（84．O）　（11．8）　（4．7）　　（8．9）　　　（26．O）　　（11．8）　　（5．3）％

＼里1
3－1
3－2
3－3
3－4

0　　　　1　　　2　　　3 4　　　5　　　　6

01≡10≡0　441510　214　313　　5　5127
2013017　131133213316　26142

7　　　8　　　　9　　　　10　　　12

15　213　412211　1101　3　　　　2　21　1　01　0　01　0

11　26132100101　1　2！O　O10　1≡O　O；0

0　210
0　010
0　010
0　010

計・1・・1・・i・1・…1・・1・・1・…1…　1…1・・1・…　1・・1・
　　　（5．3）　　　　（9．5）　　（13．O）　　（15．3）　　（17．7）　（13．6）　　　（8．3）　　（10．7）　　（3．6）　　　　（0．6）　　　（1．2）　　（1．2）％

　問9　原子力発電所の建設は，いくつかの杜会問題を生み出しています。これらの間題について知ってい

　　　ることを書いて下さい。

　　　　　　　　　　　　一省　　　　　略一
　間10石油産出国についてどう思いますか。次の申から，あなたの考えに近いものを1つ選んで下さい。

　　ア　自国のことしか考えず，石油の供給を減らしたり，価格を引き上げたりするので私たちの生活が苦

　　　しくなって困る。

　　イ　石油にたよるしかない国々だから，石油資源の保護・温存のためには，石油の供給量を減らしてい

　　　くのは当然だ。

　　ウ　先進工業国が困っているのだから，石油を安く大量に供給するように協力して欲しい。

　　工　石油資源に代わるエネルギーの開発が進んでいるから，別にかまわない。

　　オ　あまりよくわからない。

3－1
3－2
3－3
3－4
計

ア　　　　　　　　イ　　　　　　　　ウ

1　　　　0
1　　　　1
2　　　　0
3　　　　3

7　　　　4

17　　　15
17　　　14
15　　　18
15　　　　7

64　　　54
（6．5％）　　　　　　　　（69．4％）

1　　　　3
2　　　　0
2　　　　1
2　　　　4

工

1　　　　1
0　　　　2

1　　　0
0　．　　3

・　・1・　・
（8．8％）　　　　　　　　　（4．7％）

オ

1　　　　2
4　　　　3
2　　　　1
2　　　　2

9　　　　9

無　　　答

O　　　O
O　　　O
0　　　0
0　　　0

0　　　0
（10．6％）　　　　　　　　（O％）
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（2）ポストテスト結果

　　　3－1　　実験授業　B案

　　　3－2　　　〃　　C案
　　　3－3　　　〃　　A案
　　　3－4　　　〃　　A案

　問1　〔エネルギー供給における石油の割合〕

注：3－2は都合によりポストテストが実施されて
　　いない。

ア

3－1
3－3
3－4

1
1
6

1
1
3

イ　　　　　　　　　ウ

12　　　13
14　　　14
9　　　11

9　　　　7
5　　　　4
3　　　　2

工

0　　　　0
0　　　　0
2　　　　3

オ　　　　無　　　答

O　　　　0
1　　　　1
1　　　　2

O　　　O
0　　　0
0　　　0

問2　〔原油価格の上昇〕

3－1
3－3
3－4

ア イ

0
0
1

O
0
2

5　　　　9
2　　　　2
2　　　　2

ウ

11

9
10

8
10
11

工

4　　　　4
9　　　　4
6　　　　5

オ

1　　　　1
1　　　　4
2　　　　1

無　　　答

1　　　0
0　　　0
0　　　0

間3 〔原油価格上昇の理油〕

1ニイノ㌧

3－1
3－3
3－4

7111
10111
718

石油欄1鵠引需要増

3
1

；
1

5
4
1

110
010110

O10
211
111

輸出制限1灘

112111
212

210
610
616

9馴鳥鶉躍瀞
11呈
葦1。

111
313
214

3
2
3

中東戦争

813
　　0
　　0

その他1鵬暮

O10
112
212

111
0；O
O11

3－1
3－3
3－4

O 1
1
0
0

1
0
1

16　　　16
11　　　15
15　　　14

2　　　　　　　　　3 4
5
7
4

5
5
3

0
2
2

O
0
3

O　　　　0
1　　　　0
0　　　　0

問4　〔原油価格の決まり方〕

ア

3－1
3－3
3－4

12
13
17

9
15
16

イ

2　　　　3
2　　　　0
1　　　　1

ウ 工 オ　1無　答
7
5
2

7
4
2

0　　　　0
0　　　　0
0　　　　0

0　　　　1
0　　　　0
1　　　　1

1　　　2
1　　　1
0　　　　1

間5　〔石油の可採年数〕

3－1
3－3
3－4

ア

1
0
2

O
0
1

イ

20　　　20
17　　　14
14　　　12

ウ

0
4
4

2
6
6

工 オ　1無　答
1　　　　0
0　　　　0
0　　　　0

0　　　　0
0　　　　0
1　　　　2

O　　　O
0　　　0
0　　　0

問8 〔代替エネルギーの開発〕

3－1
3－3
3－4

地熱

18115
17116
15…13

原子力1水力1風力1波力1潮力

11≡13

616716
1219
1019
1018

19122
16…17
19113

18120
17115
13112

14114
1319
919

太陽1石炭1…12イオマ1火力発電

27124
30127
15117

512
1019
318

514
110
110 1：

1
0
0

8
4
3

その他肘誰

511
113
110

010
　　0
　　1

＼讐1 O 1
3－1
3－3
3－4

O　l

O1
O1

O
0
1

0
1
0

2
010
010
113

3
111
212
412

4
115
312314

5
714
513
917

6　　　7

3　　3

　　3
　　3

514
316
111

8 9
1
2
0

113
111
010

10

　　1
　　0
0　　0

12

110
　　0
　　0


